
腎臓移植外科                           医長 藤原 拓造 

 

● 診療科の特色 

当科は腎代替療法の一つとしての腎移植をドナー、レシピエントの評価、選定から移植手術、術後

の免疫抑制療法まで一貫して担当しています。当院では 1988 年より腎移植を開始、2022 年までに

生体 356 例、献腎 103 例の合計 459 例の腎移植を行っています。当院は日本臓器移植ネットワー

クの特定移植検査施設であり、臓器移植登録時の HLA タイピング、血清の保存等の業務を担当し

ており、また岡山県臓器バンクと共同で臓器移植の推進、啓蒙などの社会活動も行っています。 

 

● 入院診療実績 

１． 主要手術 年間手術件数 

 手術名 件数 

1 生体腎移植 14 

2 献腎移植 6 

3 腹膜透析カテーテル手術 11 

 

２．昨年度は小児の献腎移植が増加しており、小児症例のレシピエント・コーディネーターも配置されました。 

 

● 研究業績 

学会発表 

1) 当院における COVID-19 感染症例の検討 

藤原 拓造 

第 39 回 中国四国臨床臓器移植研究会              2022 年 8 月 27 日 

2) BK ウイルス腎症発症レシピエントの中長期予後 

藤原 拓造 

第 58 回 日本移植学会総会                    2022 年 10 月 15 日 

3) 生体腎移植における移植前透析期間の移植腎への影響 

藤原 拓造 

第 107 回 岡山透析懇話会                    2022 年 10 月 29 日 

4) 当院における先行的生体腎移植の検討 

藤原 拓造 

第 56 回 日本臨床臨床腎移植学会              2023 年 2 月 11 日 
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小児外科                                  医長 中原 康雄 

 

● 診療科の特色 

小児外科では、新生児から中学生までの頸部、胸部、腹部、腎尿路、婦人科領域の外科的疾患を扱っ

ている。小児外科指導医 2 名（常勤医１名、非常勤医１名）、小児外科専門医 4 名、小児泌尿器科認定

医 2 名、小児がん認定外科医 1 名、腎移植認定医 1 名など各種専門資格を有する医師が在籍してい

る。中四国地方で最も手術件数の多い施設であり、スタッフも充実している。小児外科救急疾患に関し

ては基本的に 24 時間、常時対応している。当院は総合周産期母子センターに指定されており、新生児

外科疾患も数多く扱っている。近年では胎児診断症例も増えているため、出生前からの検査や管理、出

産後の治療まで産婦人科、新生児科と連携して行っている。悪性固形腫瘍（神経芽腫、腎芽腫、肝芽腫、

横紋筋肉腫、奇形腫など）の治療に関しては、小児科と協力し、国内のスタディーグループのプロトコー

ルに準じて行っており、良好な結果が得られている。当科は小児泌尿器科疾患の治療も長年にわたり行

っており、小児外科と小児泌尿器科両方の知識と手術技術を必要とする総排泄遺残症、外反症、などの

治療経験も豊富である。また総排泄腔専門外来も有している。また小児腎移植に関しては、生体腎、献

腎移植のいずれにも対応している。 

 

● 入院診療実績 

１． 主要手術              年間手術件数 576 件 

手術名 件数 

鼠径ヘルニア 134 

停留精巣 56 

虫垂炎 37 

膀胱尿管逆流 17 

腎移植 8 

尿道下裂 6 

腎盂形成 5 

悪性固形腫瘍摘出 3 

新生児外科手術 15 

重症心身障害関連手術 26 

 

２． その他 

a） 教育・研修 

小児外科専門医を取得でき、また実力の伴った小児外科医を育てるべく、当院の外科、小児科、新

生児科と連携した研修を行ってもらっている。研修に関してはＮＰＯ法人中国四国小児外科医療支

援機構に所属する他施設（倉敷中央病院、島根大学付属病院、四国こどもとおとなの医療センター、

山口県立総合医療センター）と連携を図っている。 

b） 海外小児外科医療支援 

国際ボランティア組織であるジャパンハートと協力し、年に 2 度ミャンマーもしくはカンボジアにて数
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